
4/19 (日)‌
13:30～14:30 

志高遺跡出土‌
縄文時代前期土器について 

展示室‌にて実施�
★参加費無料�

★前日までに郷⼟資料館 ( 75-8836 ) へ 

ミュージアム‌
トーク 舞鶴ふるさと発見館‌

舞鶴市郷土資料館だより�
★舞鶴市内の学生は⼊館無料です★
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志高遺跡は由良川下流域の左岸に位置する遺跡です。由‌

良川の自然堤防上には縄文時代前期から江戸時代に至る‌

まで断続的に続いた集落の跡があります。特に縄文時代‌

前期土器は形のわかるものが51点もあり、日本海を介し‌

た交流があったことがわかります(すべて舞鶴市指定文化‌

財に指定されています）。今回51点のうち9点を文化遺産‌

オンラインに登録しました。 

しぜんていぼう　    じょうもん

しだか　　　　　　ゆ　らがわかりゅういき　　さがん　　　　　　　　　‌   ‌いせき�

文化遺産オンライン‌は、文化庁が運営する‌

文化遺産に関するポータルサイトです。‌

2026年3月時点の参加館数1,087館、公開‌

作品304,179点にのぼり、日々更新されて‌

います。全国の博物館・美術館の所蔵する‌

文化財や、各館の情報も得られます。令和‌

7年度には京都府立丹後郷土資料館をはじ‌

め、京都府下の博物館や資料館が登録を進‌

めました。舞鶴市では‌当館‌と‌赤れんが博物‌
館‌が登録しました。 
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これまでも当館では、立命館大学アートリサ‌

ーチセンターの協力を得て「糸井文庫」の公‌

開（「舞鶴市糸井文庫閲覧システム」）、京都‌

府立大学文学部歴史学科の協力を得て歴史情‌

報の公開（「まるまる舞鶴」）を行ってきまし‌

た。糸井文庫閲覧システム・まるまる舞鶴と‌

ともに文化遺産オンラインもご活用くださ‌

い。 

ミュージアムトーク
「志高遺跡出土 縄文時代前期土器」

まるまる舞鶴は
こちらから



舞鶴ふるさと発見館（舞鶴市郷土資料館）‌
開館時間 9:00〜17:00 （最終⼊館16:30まで）�

今月の休館日　 ‌
6日（⽉）・13⽇（⽉）・20⽇（⽉）・27⽇（⼟）・30⽇（⽊）�

〒 624-0853‌
舞鶴市字南田辺1番地‌
西総合会館 1F北側‌
TEL 0773-75-8836 FAX�0773-77-1314�   ★舞鶴市内に居住または通学する学⽣は⼊館無料です★�

 ‌★西舞鶴駅から徒歩10分★�

大人‌ 100円 

舞鶴市外の学生
‌50円 

入館料 

　⽷井⽂庫は⽷井仙之助が集めた丹後関連資料（約2200点）です。中でも丹後の伝説
を描いた浮世絵が約200点あります。そこで、当館では毎⽉テーマを決めて⽷井⽂庫
の浮世絵を紹介しています。�糸井文庫コーナー‌

4月のテーマ 
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今‌月の糸井文庫は「桜」です。 満開の桜は一時

の輝きですが、咲き始めから葉桜になるまで、

四月はずっと桜を愛でることができます。浮世

絵は、歌舞伎とともに発展しました。歌舞伎で

桜といえば、まずは『義経千本桜』。そして『楼

門五三桐』で石川五右衛門が満開の桜を前に

「絶景かな、絶景かな」と見得を切る、有名な

場面を思い浮かべる方も多いでしょう。これら

は江戸時代だけでなく現在も人気を誇る演目で

す。‌今月は義経の恋⼈静御前や⽯川五右衛⾨と

桜をお送りします。�

桜

学芸員が選ぶ今月の⼀品�

舞鶴市指定文化財「糸井文庫」に収められている絵図‌

ですが、所在不明だったため立命館大学で行ったデジ‌

タルアーカイブ作業からも漏れていました。絵図の入‌

っていた封筒には「田邊藩郡奉行役所控」「嘉永3年‌

（1850）」とあり、幕末頃のものと考えられます。こち‌

らも今回「文化遺産オンライン」で公開しました。実‌

物も今月の⼀品コーナーでご覧いただけます。 

「丹後国加佐郡海岸之絵図」
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